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資料４－２

（令和元年度第2回道民の健康づくり推進協議会で協議・決定）

「北海道受動喫煙防止条例に規定する基本計画」

基本的な考え方

１ 計画策定の趣旨

「北海道受動喫煙防止条例」（以下「条例」という。）の制定に伴い、道内における受

動喫煙防止対策の総合的かつ計画的な推進を図ることを目的に、「北海道健康増進計画

（改訂版）」の付属計画である「たばこ対策推進計画（改訂版）」のうち、受動喫煙の防

止に関する分野を「北海道受動喫煙防止対策推進プラン（仮称）」として改訂する。

２ 計画（北海道受動喫煙防止対策推進プラン）の位置付け

条例に規定する「基本計画」の位置付けとする。

３ 計画期間

「たばこ対策推進計画」の計画期間（H30～R4）に合わせ、令和５年（2023年）３月

31日までとする。

４ 受動喫煙による健康影響

受動喫煙によってリスクが高まる病気など、健康影響について明記する。

５ 本道の現状

喫煙の状況や公共施設等における受動喫煙防止対策の状況について明記する。
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６ 受動喫煙防止対策の基本的な考え方

条例に規定する基本理念について明記する。

（１）全ての者に望まない受動喫煙を生じさせない「受動喫煙ゼロ」の実現を目指す。

（２）受動喫煙により健康を損なうおそれが高い20歳未満の者や妊婦に特に配慮する。

（３）国、道、市町村、道民、事業者、関係団体が一体となって受動喫煙防止対策を推進

する。

７ 受動喫煙防止対策に関する具体的施策

条例に規定する道の基本的施策の具体的な内容について明記する。

（１）普及啓発

（２）学習機会の確保

（３）受動喫煙防止対策の促進

（４）実施状況の調査

（５）体制の整備

８ 法と連動した受動喫煙防止対策の推進

条例は、改正健康増進法の内容を踏まえて制定するものであり、法に規定する受動喫

煙防止対策と連動した取組を推進する。

９ その他の取組

受動喫煙防止対策以外の取組（サードハンドスモーク等）について明記する。

10 数値目標

受動喫煙防止対策の推進状況を評価するための数値目標を設定する。

11 計画の進行管理と評価

「道民の健康づくり推進協議会（受動喫煙防止対策専門部会）」において、毎年度、

受動喫煙防止対策の進捗状況や数値目標の達成状況の評価等を行う。


